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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステムであって、飲料を圧
力下で該システムのノズル（２）に供給する装置（１）と、前記ノズル（２）の下流に配
置可能であるか又は配置される少なくとも１つの受入室（３）とが設けられ、その配置は
、使用中に前記ノズル（２）が前記飲料のジェット（Ｓ）を比較的高速で前記受入室（３
）に向けて且つ／又は該受入室（３）内に噴出させるようになっており、該受入室（３）
には、該受入室（３）内に入れられた飲料を供給する少なくとも１つの流出開口（４）が
設けられ、該システムは、特に前記飲料が前記受入室（３）に向けて且つ／又は該受入室
（３）内に噴出されるときに前記飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止するように少な
くとも構成され、前記受入室（３）は、前記ノズル（２）の使用中に前記飲料のジェット
（Ｓ）を受ける泡形成防止面（Ａ）が設けられ、該泡形成防止面（Ａ）は、前記飲料のジ
ェット（Ｓ）が実質的に泡を形成することなく実質的に層状に流れる飲料層として前記泡
形成防止面（Ａ）に沿って広がることができ、且つ該泡形成防止面（Ａ）に沿って流れ去
ることができるように設計されており、前記泡形成防止面（Ａ）は、実質的に波形の面部
分が少なくとも設けられている、消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製す
るシステム。
【請求項２】
　前記ノズル（２）の下流で且つ前記流出開口（４）の上流に、特定の面（Ａ）にわたっ
て前記飲料のジェット（Ｓ）の前記飲料を広げること及び／又は減速路に沿って該飲料を
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案内することによって該飲料（Ｓ）を実質的に徐々に減速させる手段（１１、Ａ）がある
ように設計されるか又は該手段（１１、Ａ）が設けられる、請求項１に記載の消費に適し
たコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３】
　前記ノズル（２）に対向して延びる前記受入室（３）の底部（５）が、前記泡形成防止
面（Ａ）を有する、請求項１又は２に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲
料を調製するシステム。
【請求項４】
　前記泡形成防止面（Ａ）は、実質的に平滑な面であり、特に、５０μｍ未満、より詳細
には２５μｍ未満の表面粗さＲａを有する、請求項１～３のいずれか１項に記載の消費に
適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項５】
　前記泡形成防止面（Ａ）に、１つ又は複数の実質的に円形の波紋（リップル）が設けら
れる、請求項１～４のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲
料を調製するシステム。
【請求項６】
　前記泡形成防止面（Ａ）は、仮想中心軸に関して実質的に回転対称である、請求項１～
５のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシス
テム。
【請求項７】
　前記ノズル（２）は、前記泡形成防止面（Ａ）の中心若しくは中央部分に又は該中心若
しくは該中央部分の付近に前記飲料のジェットを向けるように設計され、前記仮想中心線
は、前記泡形成防止面の前記中心又は前記中央部分を通って延びる、請求項６に記載の消
費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項８】
　前記泡形成防止面（Ａ）の垂線が、前記ノズル（２）に実質的に向けられる、請求項１
～７のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシ
ステム。
【請求項９】
　前記飲料のジェット（Ｓ）が前記泡形成防止面（Ａ）に衝突する位置で、使用中に、該
泡形成防止面（Ａ）の垂線が前記ジェットと少なくとも事実上平行に向けられる、請求項
１～８のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製する
システム。
【請求項１０】
　前記泡形成防止面（Ａ）に、実質的に平坦な面部分（Ａ１）が少なくとも設けられる、
請求項１～９のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調
製するシステム。
【請求項１１】
　前記平坦な面部分（Ａ１）は、前記ノズル（２）の噴出方向を実質的に横切って延びる
、請求項１０に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム
。
【請求項１２】
　前記泡形成防止面に、前記平坦な面部分（Ａ１）を囲んで該平坦な面部分（Ａ１）に対
して窪んでいる少なくとも１つの面部分（Ａ２）が設けられる、請求項１０又は１１に記
載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項１３】
　前記窪んだ面部分（Ａ２）は、前記泡形成防止面（Ａ）の隆起した面部分（Ａ３）によ
って実質的に囲まれる、請求項１２に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲
料を調製するシステム。
【請求項１４】
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　前記隆起した面部分（Ａ３）は、前記平坦な面部分（Ａ１）とほぼ同じ高さに延びる、
請求項１３に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項１５】
　実質的に前記泡形成防止面（Ａ）の周りに延びる、該泡形成防止面（Ａ）の飲料流を回
収する受入チャネル（９Ａ）が設けられる、請求項１～１４のいずれか１項に記載の消費
に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項１６】
　前記泡形成防止面は、少なくとも１つの湾曲面又は湾曲面部分を有する、請求項１～１
５のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシス
テム。
【請求項１７】
　前記泡形成防止面（Ａ）の輪郭は、前記受入室（３）の直径の約半分よりも大きな直径
を有する、請求項１～１６のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を
含む飲料を調製するシステム。
【請求項１８】
　前記泡形成防止面（Ａ）は、使用時に飲料流を該泡形成防止面（Ａ）のカール又は巻き
目間で受けて減速させることができるように、特定の距離にわたってカールした、丸めら
れた、又は巻かれた面を有する、請求項１に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を
含む飲料を調製するシステム。
【請求項１９】
　前記泡形成防止面、又は該泡形成防止面が設けられる部分は、前記受入室（３）又は該
システムの別の部分から取り外し可能である、請求項１～１８のいずれか１項に記載の消
費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項２０】
　前記泡形成防止面は、前記ノズルから、約１ｍｍを超える距離、特に約２ｍｍを超える
距離を含む約１ｍｍ～２ｃｍの範囲の距離だけ離れて延びる、請求項１～１９のいずれか
１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項２１】
　前記泡形成防止面（Ａ）は、前記受入室（３）の上又は中に組み込まれる、請求項１～
２０のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシ
ステム。
【請求項２２】
　前記ノズル（２）の下流に配置可能であるか又は配置される飲料ジェット受入体（１１
）が設けられ、該飲料ジェット受入体（１１）は、特に前記飲料が該飲料ジェット受入体
（１１）の上又は中に噴出されるときに該飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止するよ
うに設計される、請求項１～１７のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又
は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項２３】
　前記飲料ジェット受入体（１１）は、前記受入室（３）内に配置可能であるか又は配置
される、請求項２２に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシ
ステム。
【請求項２４】
　前記飲料ジェット受入体（１１）に、前記泡形成防止面（Ａ）が設けられる、請求項２
３に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項２５】
　前記飲料ジェット受入体（１１）は、少なくとも、前記ノズル（２）の下流の泡防止位
置から別の位置に移すことができ、該別の位置では、前記飲料ジェット受入体（１１）は
、泡形成の抑制又は防止に用いられないか又は用いることができない、請求項２３又は２
４に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項２６】
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　前記飲料ジェット受入体は、前記受入室の底部から実質的に離れて延びる、請求項２２
～２５のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製する
システム。
【請求項２７】
　前記飲料ジェット受入体は、実質的にキノコ形に設計され、凸状の上面を有する皿形の
上側部分が設けられる、請求項２２～２６のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー
及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項２８】
　使用中に、前記飲料ジェット受入体は、前記受入室の実質的に中央に配置される、請求
項２２～２７のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調
製するシステム。
【請求項２９】
　使用中に、前記飲料が前記受入室（３）に向けて且つ／又は該受入室（３）内に噴出さ
れるときに該飲料の乱流を実質的に防止するように設計される、請求項１～２８のいずれ
か１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３０】
　使用中に、前記受入室（３）に向けて且つ／又は該受入室（３）内に噴出される前記飲
料が空気を取り込むことを実質的に防止するように設計される、請求項１～２９のいずれ
か１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３１】
　少なくとも第１の構成から第２の構成に、またその逆にすることができ、該第１の構成
では、特に前記飲料が前記受入室（３）に向けて且つ／又は該受入室（３）内に噴出され
るときに該飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止するように構成され、前記第２の構成
では、該飲料の泡の形成を増加させるように構成される、請求項１～３０のいずれか１項
に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３２】
　前記システムの１つ又は複数の部分は、該システムを前記第１の構成から前記第２の構
成に、且つ／又はその逆にするために取り外し可能である、請求項３１に記載の消費に適
したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３３】
　前記システムの１つ又は複数の部分は、該システムを前記第１の構成から前記第２の構
成に、且つ／又はその逆にするために交換可能であり得る、請求項３１又は３２に記載の
消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３４】
　使用中に、飲料を約０．８～２．５バール、好ましくは１．０～１．８バールの範囲の
圧力下で前記ノズルに供給するように設計される、請求項１～３３のいずれか１項に記載
の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３５】
　使用中に、約２～８ｍｌ／秒、好ましくは５～７ｍｌ／秒の範囲の飲料流量を前記ノズ
ルに供給するように設計される、請求項１～３４のいずれか１項に記載の消費に適したコ
ーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３６】
　使用中に前記ノズルによって供給される飲料ジェットの平均直径は、約０．５～１．２
ｍｍ、好ましくは０．８５～０．９５ｍｍの範囲である、請求項１～３５のいずれか１項
に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３７】
　被抽出製品が充填されるか又は充填されることができるカバーを保持するホルダ（２０
）が設けられ、該ホルダ（２０）には、特に、前記受入室（３）内に飲料を噴出させるた
めに前記ノズル（２）が設けられ、より詳細には、該ホルダ（２０）は、該受入室（３）
の上に配置可能である、請求項１～３６のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及
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び／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項３８】
　使用中に前記ホルダ（２０）と前記受入室との間にスペーサとして配置されるハウジン
グ部品（２１）が設けられる、請求項３７に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を
含む飲料を調製するシステム。
【請求項３９】
　少なくとも１つの前記受入室（３）は、前記飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止す
るように構成される、請求項１～３８のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び
／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項４０】
　使用中に、前記飲料ジェットを最初に少なくとも１つの実質的に連続した飲料流に変え
てから、前記流出開口（４）を経て該少なくとも１つの実質的に連続した飲料流を供給す
るように構成される、請求項１～３９のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び
／又は茶を含む飲料を調製するシステム。
【請求項４１】
　請求項１～４０のいずれか１項に記載のシステムの受入室。
【請求項４２】
　請求項３７に記載のシステムのホルダが少なくとも設けられるアセンブリであって、前
記飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止するように設計され、さらに、該飲料を噴出さ
せる前記ノズル（２）及び／又は該飲料を受け入れる受入室（３）が設けられる、アセン
ブリ。
【請求項４３】
　請求項４２に記載のアセンブリのホルダ。
【請求項４４】
　請求項２２～２８のいずれか１項に記載のシステムの、又は請求項２２～２８のいずれ
か１項に記載のシステムで用いることが特に意図される、ジェット飲料受入体。
【請求項４５】
　実質的に泡を含まない茶を淹れるための、請求項１～４０のいずれか１項に記載のシス
テムの、請求項４１に記載の受入室の、請求項４２に記載のアセンブリの、又は請求項４
４に記載の受入体の使用。
【請求項４６】
　実質的に泡を含まないコーヒーを淹れるための、請求項１～４０のいずれか１項に記載
のシステムの、請求項４１に記載の受入室の、請求項４２に記載のアセンブリの、又は請
求項４４に記載の受入体の使用。
【請求項４７】
　特に、請求項１～４０のいずれか１項に記載のシステム、請求項４１に記載の受入室、
請求項４２に記載のアセンブリ、又は請求項４４に記載の受入体を利用して、消費に適し
たコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製する方法であって、
　飲料を圧力下でノズル（２）に供給すること、
　前記飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止しながら、前記供給された飲料を受入室（
３）内に噴出させること、及び
　特に少なくとも１つの流出開口（４）を経て、前記受入室（３）内に入れられた前記飲
料を供給すること
を含む、消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製する方法。
【請求項４８】
　前記飲料は、約０．８～２．５バール、好ましくは１．０～１．８バールの範囲の圧力
下で前記ノズルに供給される、請求項４７に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を
含む飲料を調製する方法。
【請求項４９】
　約２～８ｍｌ／秒、好ましくは５～７ｍｌ／秒の範囲の飲料流量が前記ノズルに供給さ
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れる、請求項４７又は４８に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製
する方法。
【請求項５０】
　前記飲料ジェットは、少なくとも１つの比較的薄い層で実質的に連続して広がって、少
なくとも１つの流出開口に排出される、請求項４７～４９のいずれか１項に記載の消費に
適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製する方法。
【請求項５１】
　実質的に連続した、好ましくは層状の飲料流が、前記飲料ジェットから形成される、請
求項４７～５０のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び／又は茶を含む飲料を
調製する方法。
【請求項５２】
　前記飲料は、比較的高速で前記受入室内に噴出され、その後、該飲料は、特定の減速路
に沿って案内されて比較的徐々に減速され、その後、前記減速した飲料が少なくとも１つ
の流出開口に供給される、請求項４７～５１のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒ
ー及び／又は茶を含む飲料を調製する方法。
【請求項５３】
　前記飲料は、前記受入室（３）の回収領域（９Ａ）に回収されてから、前記流出開口（
４）に供給される、請求項４７～５２のいずれか１項に記載の消費に適したコーヒー及び
／又は茶を含む飲料を調製する方法。
【請求項５４】
　前記飲料は、前記ノズルの下流で且つ前記流出開口（４）の上流に位置する領域で少な
くとも実質的に徐々に減速される、請求項４７～５３のいずれか１項に記載の消費に適し
たコーヒー及び／又は茶を含む飲料を調製する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消費に適した飲料を調製するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このようなシステムは、オランダ特許第１００６０３９号から既知である。この特許は
、コーヒー抽出液のための少なくとも１つの入口及び細かい気泡の泡層を有するコーヒー
抽出液を排出するための流出開口が設けられた、細かい気泡の泡層を有するコーヒー抽出
液を調製する装置を記載している。入口には、コーヒー抽出液が入口に供給されるとコー
ヒー抽出液のジェットを発生させる少なくとも１つの噴出開口が設けられる。この既知の
装置には、緩衝リザーバが設けられ、これは、使用中に、緩衝リザーバ内にすでに入って
いるコーヒー抽出液の液面にコーヒー抽出液のジェットが噴出するように位置決めされる
。この既知の装置の利点は、低圧下でも細かい気泡の泡層を有するコーヒー抽出液を調製
できることである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、消費に適した飲料、例えばコーヒー、茶、及び／又は他の飲料を調製
する全く新しいシステムである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一態様によれば、システムには、飲料を圧力下でシステムのノズルに供給(dis
pense)する装置と、このノズルの下流に配置可能であるか又は配置される少なくとも１つ
の受入室とが設けられ、その配置は、使用中にノズルがこの飲料のジェットを比較的高速
で受入室に向けて且つ／又は受入室内に噴出させるようになっており、受入室には、この
受入室内に入れられた飲料を供給する少なくとも１つの流出開口が設けられ、システムは
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、特に飲料が受入室に向けて且つ／又は受入室内に噴出されるときにこの飲料の泡の形成
を抑制又は防止するように少なくとも構成される。
【０００５】
　使用中、本システムは、例えば飲料ジェットを比較的低い過圧下で発生させて飲料を調
製することができる一方で、泡の形成を抑制するか又は実質的に防止することができる。
本システムは、例えば、実質的に泡を含まない茶、コーヒー、及び／又は消費に適した他
の泡を含まない飲料を調製するのに適し得る。
【０００６】
　本発明のさらなる改良（elaboration）によれば、本システムは、飲料ジェットを実質
的に徐々に減速させ、例えば特定の面に広げ、且つ／又は減速路に沿って案内してから、
減速した飲料を上述の流出開口を経て供給するように設計される。場合によっては、減速
した飲料は、最初に例えば回収チャネルに収容すなわち回収されてそこから流出開口に供
給されてもよい。
【０００７】
　本システムはさらに、使用中に、最初に飲料ジェットを少なくとも１つの実質的に連続
した飲料流に変えてから、流出開口を経て実質的に連続した飲料流を供給するように構成
することができる。このような連続した飲料流は、例えば飲料の流速が比較的低い領域、
例えば回収チャネルに、例えば最初に収容すなわち回収されて、そこから流出開口に供給
されることもできる。
【０００８】
　このようにして、泡の形成を有効に防止することができる。飲料流は、特に飲料を実質
的に徐々に減速させている間、例えば実質的に一定の層厚すなわち膜厚を有することがで
きる。飲料流は、受入室内の、特に飲料の流速が比較的速い場所での飲料の蓄積を防止で
きるように、例えば連続的である。連続的な飲料流の形成は、特に、飲料流量、ジェット
流速、飲料の組成、及び／又は他の因子に応じて決まり得ることが、当業者には明らかで
あろう。このような因子は、使用中にこの飲料流を得ることができるように、試行錯誤法
によって簡単に互いに合わせて調整されることが明らかとなるであろう。このような因子
は、従来の計算モデル又はコンピュータシミュレーションで設定することもできることが
、さらに明らかとなるであろう。特に、ノズルの下流で飲料を徐々に減速させることによ
り、良好な結果を得ることができる。
【０００９】
　本発明の一態様によれば、本システムには、ノズルの使用中に飲料ジェットを受ける泡
形成防止面が設けられる。泡形成防止面は、飲料ジェットが実質的に泡を形成することな
く特に実質的に層状に流れる飲料層すなわち飲料膜としてこの面に沿って広がり且つ／又
は流れ去ることができるように設計することができる。このような面は、様々な方法で設
計することができ、以下で非限定的な例をいくつか説明する。泡形成防止面は、例えば、
飲料ジェット減速面であり得る。好ましくは、泡形成防止面は実質的に平滑な面であるた
め、飲料が実質的に乱流を引き起こさずにこの面に沿って流れることができ、特にこの面
に張り付くことができる。このようにして、例えば空気が吹き付けられて泡が形成される
ことを驚くほど有効に防止することができる。理論に束縛されることは意図されないが、
説明として考えられるのは、例えば、特に使用中に飲料膜の層厚が実質的に一定のままで
ある場合、この面にわたって広がる飲料の速度（又はエネルギー）が流れ方向に見て徐々
に低下し得ることである。この速度低下（又はエネルギー低下）により、飲料が空気に吹
き付けられるのに十分なエネルギーを有さなくなる。飲料流の速度が低下した後で、泡を
形成することなく流出開口を経て飲料流を供給することができる。
【００１０】
　本発明の一態様によれば、本システムには、ノズルの下流に配置可能であるか又は配置
される飲料ジェット受入体が設けられ、この受入体は、特に飲料がこの受入体に向けて又
は受入室内に噴出するときに、飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止するように設計さ
れる。
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【００１１】
　飲料ジェット受入体は、例えば、受入室内に配置可能であり得るか又は配置され得る。
この受入体には、上述の泡形成防止面をさらに設けることができる。
【００１２】
　本発明の一改良によれば、受入体は、ノズルの下流の泡防止位置から別の位置に少なく
とも移すことができる。この別の位置では、受入体は、例えば泡形成を抑制又は防止する
のに用いることができない。この別の位置は、様々な位置、例えば格納位置、受入室から
取り外された位置、受入室が実際に泡形成を行うことができる位置等を含み得る。
【００１３】
　本発明の一実施の形態では、受入体は、実質的にキノコ形に設計される。受入体には、
例えば、凸状の上面を有する皿形の上側部分を設けることができ、さらに、例えばこの上
側部分の下に延びるステムを設けることができる。受入体はさらに、例えば、少なくとも
部分的に球形の設計及び／又は平坦であってもよく、且つ／又はカール面を備えていても
よく、且つ／又は他の設計であってもよい。
【００１４】
　本発明の一態様によれば、システムは、使用中に、飲料が受入室に向けて且つ／又は受
入室内に噴出されるときに飲料の乱流を実質的に防止するように設計される。システムは
、使用中に、受入室に向けて且つ／又は受入室内に噴出される飲料が空気を取り込むこと
を実質的に防止するようにさらに設計されることができる。
【００１５】
　本発明の一態様によれば、本システムは、例えば第１の構成から第２の構成に、またそ
の逆にすることができ、第１の構成では、本システムは、特に飲料が受入室に向けて且つ
／又は受入室内に噴出されるときに飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止するように構
成され、第２の構成では、本システムは、飲料の泡の形成を増加させるように構成される
。このように、本システムを用いて、本システムに取らせた構成に応じて泡を含まない飲
料及び泡を含む飲料の両方を調製することができる。例えば、本システムの１つ又は複数
の部分は、本システムを第１の構成から第２の構成に、且つ／又はその逆にするために取
り外し可能であり得る。さらに、本システムの１つ又は複数の部分は、本システムを第１
の構成から第２の構成に、且つ／又はその逆にするために対応する部分と交換可能であり
得る。このような取り外し可能且つ／若しくは交換可能な部分は、例えば、泡形成防止面
、受入室、ノズル、及び／又は他の部分を含むことができる。
【００１６】
　本発明の一態様によれば、本システムには、被抽出製品が充填されているか又は充填さ
れるカバー（カバーフィルタ）を保持するホルダが設けられ、このホルダには、飲料を受
入室内に噴出させるために上記ノズルを一体的又は非一体的に設けることができる。ホル
ダはさらに、例えば受入室の上に配置可能であり得る。このカバーは、パウチ、パッド等
を含み得る。カバーは、例えば、被抽出製品が供給されるか又は被抽出製品を含むことが
できる濾過材料から成り得る。本システムにはさらに、例えば、使用中にホルダと受入室
との間に配置されるハウジング部品を設けることができる。
【００１７】
　本発明の一態様では、少なくとも１つの受入室が、飲料の泡形成を実質的に抑制又は防
止するように構成される。このような受入室は、本明細書で後述されるように、様々な方
法で設計することができる。本発明の一態様はさらに、本発明によるシステムの受入室に
関する。
【００１８】
　本発明の別の態様は、上述のホルダが少なくとも設けられるアセンブリを提供し、この
アセンブリは、飲料の泡形成を実質的に抑制又は防止するように設計され、アセンブリに
はさらに、例えば飲料を噴出させるノズル及び／又は飲料を受け入れる受入室が設けられ
る。本発明のさらなる態様は、本発明のアセンブリのホルダに関する。
【００１９】
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　本発明の一態様によれば、特に本発明によるシステム、受入室、アセンブリ、及び／又
は受入体を利用して、消費に適した飲料、例えばコーヒー及び／又は茶を調製する方法は
、
　飲料を圧力下でノズルに供給すること、
　供給された飲料の泡形成を実質的に抑制又は防止しながら、この飲料を受入室内に噴出
させること、及び
　受入室内に入れられた飲料を供給すること
を含むことを特徴とする。
【００２０】
　この方法は、上述の利点を提供することができる。さらなる改良によれば、実質的に連
続した、好ましくは層状の飲料流が、飲料ジェットから形成される。飲料流は、少なくと
も１つの流出開口に回収及び／又は供給され得る。飲料はさらに、例えば、比較的高速で
受入室内に噴出させることができ、その後、飲料は特定の減速路に沿って案内されて比較
的徐々に減速され、それから、減速した飲料を少なくとも１つの流出開口に供給すること
ができる。
【００２１】
　本発明のさらなる有利な実施形態は、従属請求項に記載されている。ここで、いくつか
の非限定的且つ例示的な実施形態及び図面に基づいて、本発明を説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本願では、同一又は対応する特徴を同一又は対応する参照符号で示す。
【００２３】
　図１は、技術水準から既知である、消費に適した飲料、例えばコーヒーを調製するシス
テムを示し、このシステムには、飲料を圧力下でシステムのノズル２に供給する装置１と
、ノズル２の下流に配置可能であるか又は配置される少なくとも１つの受入室３とが設け
られ、その配置は、使用中にノズル２が飲料のジェットＳ（図１には図示せず）を比較的
高速で受入室３に向けて且つ／又は受入室３内に噴出させるようになっている。受入室３
は、底部５と、底部から上方に延びる例えば実質的に円筒形又は円錐台形の側壁８とを有
する。受入室３には、この受入室内に入れられた飲料を供給する少なくとも１つの流出開
口４が設けられる。受入室又は受入室の一部は、装置のハウジング３０に取り外し可能に
接続することができる。
【００２４】
　図１に示すシステムには、被抽出製品が充填されるか又は充填されることができるカバ
ー（図示せず）を保持する椀形のホルダ２０がさらに設けられ、このホルダ２０には特に
、飲料を受入室３内に噴出させるために上記ノズル２が設けられる。ホルダ２０は、図１
に示すように、受入室３の上に配置可能である。ホルダ２０はさらに、装置のハウジング
３０に取り外し可能に接続される。被抽出製品が充填されるか又は充填されることができ
るカバーは、濾過材料から製造されると共に挽いたコーヒー等の被抽出製品が充填される
パウチ等を含み得る。
【００２５】
　図１に示すシステムには、受入室内に配置される椀形の受入リザーバ１２８がさらに設
けられる。この既知のシステムの使用中、抽出液を得るために、湯生成（hot water prep
aring）要素４２からホルダ２０内に配置されると共に被抽出製品が充填されるカバーの
上面に湯を供給することができる。抽出液は、ノズル２によって受入リザーバ１２８内に
噴出されるため、リザーバ１２８に抽出液が充填される。ここで、既知のシステムでは、
抽出液が受入リザーバ１２８の液面内に噴出されるため、システムが微細な気泡の泡層を
調製することができる。
【００２６】
　図２は、本発明の第１の例示的な実施形態の一部を概略的に示す。第１の例示的な実施
形態は、消費に適した飲料、例えばコーヒー及び／又は茶を調製するシステムを備える。
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システムには、飲料を圧力下でシステムの１つのノズル２に供給する装置１と、ノズル２
の下流に配置可能であるか又は配置される受入室３とが設けられ、その配置は、使用中に
ノズル２が飲料の１つのジェットＳを比較的高速で受入室３に向けて且つ／又は受入室３
内に噴出させるようになっている。受入室３には、この受入室３内に入れられた飲料を供
給する少なくとも１つの流出開口４が設けられる。システムには、受入室３の上に配置可
能な、被抽出製品が充填されるか又は充填されることができるカバー４０を保持するホル
ダ２０がさらに設けられる。ここまでは、図２に示すシステムの設計は、例えば図１に示
すシステムの対応する特徴に対応する。
【００２７】
　図２に示すシステムは、少なくとも、特に飲料が受入室３に向けて且つ／又は受入室３
内に噴出されるときに飲料の泡形成を実質的に抑制又は防止するように構成されるという
点で、図１に示すシステムとは異なる。第１の例示的な実施形態は、例えば、使用中に飲
料が受入室３向けて且つ／又は受入室３内に噴出されるときに飲料の乱流を実質的に防止
するように設計される。システムはさらに、使用中に受入室３に向けて且つ／又は受入室
３内に噴出される飲料が空気を取り込むことを実質的に防止するように設計され得る。
【００２８】
　このために、図２に示すシステムには特に、ノズル２の使用中に飲料ジェットＳを受け
る３次元泡形成防止面Ａが設けられる。この面Ａは、使用中に比較的小さな空間（受入室
３の内部空間等）で徐々にではあるが急速な、飲料流の減速を確保するように設計される
ことが好ましい。この例示的な実施形態では、泡形成防止面Ａは、使用中に、飲料ジェッ
トＳが実質的に泡を形成することなく特に実質的に層状に流れる飲料層としてこの面Ａに
沿って実質的に連続的に広がり且つ／又は流れ去ることができるように設計される。この
面に沿って広がる飲料の飲料流は、図２に線Ｆで示す。
【００２９】
　図２に示すように、泡形成防止面Ａは、特に、ノズル２の下流で受入室３内に配置され
る受入体１１の皿形の上側部分１１Ａの外面である。図２に示すように、泡形成防止面Ａ
は、上面及びこの上側部分１１Ａの下流に位置する下面によって提供されることができ、
使用中に飲料はこの上面から下面に流れることができる。受入体１１は、特に飲料がこの
受入体１１の上に噴出されるときに飲料の泡形成を実質的に抑制又は防止するように設計
される。このために、第１の例示的な実施形態の受入体１１は、実質的にキノコ形に設計
され、凸状の、特に湾曲した、例えば多少膨らんだ上面を有する皿形の上側部分１１Ａと
、その下の中央に延びるステム１１Ｂとが設けられる。受入体１１の球形の泡形成防止面
部分、例えば球形の上面が、特にシステムの比較的小さな内部空間で用いるのに有利であ
り得る。ステム１１Ｂは、受入体１１の下に延びる受入室４の受入板５’に接続すること
ができ、この受入板５’は、接続部品７によってこの受入室３の上壁６に接続される。こ
の受入体１１は、例えば受入室３の底部から実質的に離れて延びていてもよく、又はその
反対に、この底部の上若しくは中に設けられてもよい。使用中に、受入体１１は、例えば
受入室内の実質的に中央に又は別の位置に配置することができる。当然ながら、受入体１
１は、例えば、例えば受入室の異なる壁部分に、又は上記ホルダ２０に、異なる方法で接
続することもできる。このような受入体１１は、例えば特に調製すべき飲料のタイプ及び
飲料の流量に応じて、泡形成を驚くほど有効に防止することができると考えられる。
【００３０】
　特に、図２に示すシステムは、最初に、使用中に飲料ジェットＳを徐々に減速されるこ
とが好ましい少なくとも１つの実質的に連続した飲料流Ｆに変え、その後、流出開口４を
経て実質的に連続した飲料流Ｆを供給するように設計することができる。泡形成防止面Ａ
が実質的に平滑な流動面であり、この実質的に平滑な流動面が、約５０μｍ未満、より詳
細には約２５μｍ未満の表面粗さＲａ又は異なる表面粗さを特に有するときに、さらに有
利である。本願における「平滑」という用語は、比較的広義に理解すべきであることに留
意されたい。第２の例示的な実施形態を用いて本明細書で後述するように、例えば、この
平滑な泡形成防止面Ａには、平滑な移行部、例えば流動湾曲部（例えばゴルフボール表面
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等）を例えば設けることができる。
【００３１】
　さらに、第１の例示的な実施形態の受入体１１及び泡形成防止面Ａは、例えば、それぞ
れが仮想中心軸Ｍに関して実質的に回転対称である。この例示的な実施形態では、この中
心軸Ｍは、例えば受入室３の実質的に中央を通って延びる。仮想中心軸Ｍは、例えば泡形
成防止面の中心又は中央部分を通って、例えばこのような中心又は中央部分に対して実質
的に直角に延びることができる。ノズル２は、図２に示すように、泡形成防止面Ａの上側
中心若しくは中央部分に又は当該中心若しくは当該中央部分の付近に飲料ジェットＳを向
けるように設計される。中心軸Ｍ上にある泡形成防止面Ａの垂線は、例えばノズル２に実
質的に向けられる。飲料ジェットＳが泡形成防止面Ａに衝突する位置では、垂線は少なく
とも使用中にこのジェットと事実上平行になり得る。さらに、例えば泡形成防止面Ａの一
部が、ノズル２に対向して延びる平滑面部分、例えば中心面部分を含むことができる。こ
のようにして、ジェットＳは、受入体１１の泡形成防止面Ａにわたって例えば全半径方向
に均等に（proportionally）広がることができる。
【００３２】
　この受入体１１は、例えば、飲料のタイプ及び流量に応じて、使用中に泡形成を防止す
る様々な寸法を有することができる。例えば、この泡形成防止面Ａの輪郭、特に受入体１
１の皿形の上側部分１１Ａの輪郭は、この受入室３の直径の約半分よりも大きな直径Ｄを
有することができる。直径Ｄは、異なる値を有することもでき、例えば図８及び図９に示
す例示的な実施形態を参照されたい（これらは本明細書でさらに後述する）。これらの直
径は、例えば、中心軸Ｍを横切る方向に測定される。泡形成防止面Ａはさらに、ノズル２
から特定の距離、例えば約１ｍｍを超える距離、より詳細には約２ｍｍを超える距離、例
えば約１ｍｍ～２ｍｍの範囲の距離、又は異なる距離だけ離れて延びることができる。こ
の距離は、使用中に受入体１１にわたって広がる飲料がノズル２又はノズル２の周りに垂
れ得る滴に実質的に接触しなくなるような距離であることが好ましい。本発明の一態様で
は、泡形成防止面Ａは、受入室３の上又は中に組み込まれる。他方、この泡形成防止面又
はこの面が設けられる部品、図２では受入体１１が、この受入室３から取り外し可能であ
ってもよい。受入体１１は、例えば、ノズル２の下流の泡防止位置から別の位置に少なく
とも移すことができ、この別の位置では、受入体１１は泡の形成の抑制又は防止には用い
られない。
【００３３】
　本発明の一態様によれば、システムを少なくとも第１の構成から第２の構成に、またそ
の逆にすることができるときに有利である。図２は、例えば、特に飲料が受入室３に向け
て且つ／又は受入室３内に噴出されるときに飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止する
ようにシステムが構成される第１の位置を示す。第２の構成（図示せず）では、システム
は、飲料の泡の形成を増加させるように構成することができる。このために、キノコ形の
受入体１１は、受入室３から取り外し可能であってもよく、又は図１に示す泡形成受入リ
ザーバ１２８又は異なる泡促進構造と交換されてもよい。
【００３４】
　さらに、図１に示すシステム又は同様のシステムでは、泡防止体１１を受入リザーバ１
２８又は同様のリザーバ内に配置して、システムの構成を変更してもよい。例えば、泡形
成防止に適した受入体１１を、受入リザーバ１２８内に取り外し可能に配置してもよく、
取り外し可能又は取り外し不可能な結合を用いて受入リザーバに対して適当な泡防止位置
に固定及び／又は他の形で結合してもよい。後者の結合は、様々な接続手段、例えばスナ
ップ接続、締め付け接続、接着接続、及び／又は他の適当な結合を含み得る。
【００３５】
　本発明は、例えば、１つのホルダ２０が少なくとも設けられるアセンブリにおいて具現
することもでき、このアセンブリは、飲料の泡の形成を実質的に抑制又は防止するように
設計され、このアセンブリには特に、飲料を噴出させるノズル２及び／又は飲料を受け入
れる受入室３が設けられる。このアセンブリの適当な部品を交換可能及び／又はシステム
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から取り外し可能であるように設計することにより、システムは、例えば最初に泡を含ま
ない飲料を調製してから飲料に泡を設けるために、比較的簡単に第１の構成から第２の構
成に、またその逆にすることができる。例えば飲料調製システムの泡形成ホルダ及び／又
は泡形成受入室と交換するために、泡を防止するように特別に設計されたホルダ４及び／
又は受入室３をシステムとは別に供給することができる。
【００３６】
　図２に示すシステムは、例えば、使用中に飲料を圧力下で供給するように設計され、こ
の圧力は、例えば過圧であり、例えば、約０．８～２．５バール、好ましくは１．０～０
．８バールの範囲である。第１の例示的な実施形態はさらに、使用中に約２～８ｍｌ／秒
、好ましくは５～７ｍｌ／秒の範囲であり得る飲料流量をノズル２に供給するように設計
される。さらに、使用中にノズル２によって供給されるシステムの飲料ジェットの平均直
径は、約０．５～１．２ｍｍ、好ましくは約０．８５～０．９５ｍｍの範囲であり得る。
システムは、例えば、圧力、流量、及び本明細書で上述した飲料ジェット直径等の上述の
パラメータの他の値を利用することもできる。
【００３７】
　図２に示すシステムの使用中に、カバー４０に茶が充填されたホルダ２０を配置するこ
とによって、例えば実質的に泡を含まない茶を淹れることができる。続いて茶抽出液が得
られ、この抽出液を圧力下でノズル２に供給することができるため、この飲料が特に比較
的高速でジェットＳとして受入体１１の上面に噴出される。本明細書で上述したように、
飲料を、０．８～２．５バール、好ましくは１．０～１．８バールの範囲であり得る圧力
下でノズルに供給することができる。さらに、ノズルに供給される飲料流量は、約２～８
ｍｌ／秒、好ましくは５～７ｍｌ／秒の範囲であり得る。
【００３８】
　その後、受入体１１は、泡形成防止面Ａにわたって飲料を広げることができるが、特に
、流量及び面Ａは、この面Ａに沿って飲料が約０．０１～１ｍｍの範囲又は異なる範囲で
あり得る層厚すなわち膜厚に実質的に達するようになっていることが好ましい。この層厚
には、面Ａの飲料ジェットＳが衝突する領域との間の比較的短い距離ですでに達すること
ができる。泡形成防止面Ａは、例えば、飲料を案内して比較的徐々に減速させることがで
きる特定の減速路を提供する。このような漸次的減速は、例えば、飲料の流れ方向に見て
実質的に一定の減速、及び／又は非線形減速、実質的な二次減速（substantially quadra
tic deceleration）、及び／又は他の減速を含み得る。好ましくは、少なくともこの泡形
成防止面Ａに沿った飲料の減速は急激ではない。減速路は、例えば、３次元路（例えば、
図２、図７、図１０の第１の例示的な実施形態、第２の例示的な実施形態、及び第５の例
示的な実施形態を参照）、又は実質的な２次元路（例えば、図８及び図９の第３の例示的
な実施形態及び第４の例示的な実施形態を参照）、又は例えば１次元路（図示せず）を含
み得る。
【００３９】
　使用中に、飲料ジェットは、例えば、泡形成防止面Ａにわたって少なくとも１つの比較
的薄い層で実質的に連続して広がって、少なくとも１つの流出開口に排出されることがで
きる。図２に示すように、飲料は、例えば付着力の影響下で、受取体１１の上側部分１１
ａの上面及び下面の両方にわたって広がることができる。下面を経て広がることで、特に
この下面に例えば凹状部分（図２を参照）が設けられている場合、飲料の良好な減速をも
たらすことができる。このようにして、実質的に連続した、好ましくは層状の飲料流Ｆを
飲料ジェットＳから形成することができる。泡形成防止面Ａの下流で、飲料流Ｆ、少なく
とも減速した飲料を、例えば再び回収して流出開口４に供給することができる。
【００４０】
　図３～図７は、本発明の第２の例示的な実施形態の一部を示す。第２の例示的な実施形
態は、ノズル２に対向して延びる受入室３の底部５が泡形成防止面Ａを備えているという
点で、図２に示す第１の例示的な実施形態とは異なる。泡形成防止面Ａには、例えば、断
面で見て（図７を参照）、表面積を増大させるプロファイル（surface increasing profi
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ling）、特に実質的に波形の表面又は表面部分が設けられる。第２の例示的な実施形態の
泡形成防止面Ａには、１つ又は複数の実質的に円形の波紋が設けられるが、泡形成防止面
Ａを異なる形で波形にすることもできることが明らかであろう。
【００４１】
　図３及び図４にさらに示すように、第２の例示的な実施形態にはホルダ２０が設けられ
、ホルダ２０は、１つのノズル２（図３及び図４では見えない）の下面の中央に設けられ
るようにホルダ２０の上に配置可能な部品２３を有する。
【００４２】
　第２の例示的な実施形態には、例えば、使用中に例えばホルダ２０と受入室４との間に
配置することができる実質的に円筒形のハウジング部品２１がさらに設けられる。このハ
ウジング部品２１は、例えば、ホルダ２０と受入室３又はその底部５との間にスペーサを
形成することができる。このハウジング部品２１には、ノズル２から得られる飲料ジェッ
トＳを通すことができるようにする通路２２、この例示的な実施形態では中央通路を設け
ることができる。このハウジング部品２１は、受入室３の側壁８に、又はシステムの異な
る部分に、例えば適当な締め付け接続、スナップ接続、バヨネット接続２３ａ、２４ｂ、
又は他の結合を用いて結合することができる。
【００４３】
　第２の例示的な実施形態では、この泡形成防止面Ａには、ノズル２の噴出方向を実質的
に横切って延びる実質的に平坦な中心面部分Ａ１が設けられる。泡形成防止面には、平坦
な面部分Ａを囲んでこれに対して窪んでおり、少なくともノズル２から離れる方向に窪ん
でいる面部分Ａ２がさらに設けられる。この窪んだ面部分Ａ２は、泡形成防止面Ａの隆起
した面部分Ａ３によって実質的に囲まれる。この隆起した面部分Ａ３は、平坦な面部分Ａ
１とほぼ同じ高さに延びることができる。泡形成防止面Ａの周り、特に隆起した面部分Ａ
３の周りには、受入室３の側壁８によって囲まれ得る同心の受入チャネル９Ａを設けるこ
とができる。受入チャネル９Ａは、半径方向に流れる減速した飲料を回収して流出開口４
に排出するための飲料回収領域を提供する。泡形成防止面Ａには、飲料を特に流出開口４
に排出するために半径方向に延びる窪んだ排出部分９Ｂ、例えば排出部分９Ｂをさらに設
けることができる。図に示すように、窪んだ排出部分９Ｂは、例えば隆起した面部分Ａ３
を通って延びる。泡形成防止面Ａの種々の部分が中心部分Ａ１から半径方向に見て滑らか
につながることが好ましい。さらに、泡形成防止面Ａの起伏の隣接する最高部及び最低部
は、互いから様々な距離Ｘに位置し得る（図７を参照）。図７に示すように、泡形成防止
面Ａには、或る程度正弦曲線状の起伏又は異なる比較的漸次的な湾曲を設けることができ
る。
【００４４】
　本発明の一態様によれば、泡形成防止面Ａは、少なくとも第１のレベルＬ１から第１の
レベルＬ１よりも低い第２のレベルＬ２まで延び（図７を参照）、第１のレベルと第２の
レベルとの間の垂直距離Ｙは、様々な距離を含み得る。
【００４５】
　第２の例示的な実施形態の使用は、第１の例示的な実施形態の上述の使用と同様に行わ
れ、１つの飲料ジェットが泡形成防止面Ａの中心部分Ａ１の上に噴出される。第２の例示
的な実施形態では、飲料は、続いてこの面Ａの起伏すなわち波紋全体に、中心部分Ａ１、
窪んだ部分Ａ２、隆起した部分Ａ３にわたって中心軸Ｍから半径方向外方に均一に広がる
ことができる。この場合、飲料が比較的一定の厚さの比較的薄い流れ膜を形成することが
好ましい。この流れ膜は、半径方向に見て面Ａにわたって広がるときにかなり減速させる
ことができ、同心状の受入チャネル９Ａがこれを受け入れることができる。続いて、この
受入チャネル９Ａに飲料を特定の高さまで（膜厚よりも高く）充填することができる。半
径方向の排出チャネル９Ｂは、例えば、使用中に窪んだ部分Ａ２内の飲料レベルが比較的
低く保たれることも確実にすることができるが、これは必須ではない。
【００４６】
　第２の例示的な実施形態の泡形成防止面Ａは、比較的大きな、好ましくは平滑な面であ
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る。この面の様々な同心状の傾斜又は起伏が、比較的小さな空間で飲料を徐々に減速させ
るのに効果的に寄与することができるため、泡の形成を有効に防止することができる。
【００４７】
　図８は、泡形成防止面Ａが実質的に２次元の実質的に平坦な面であるという点で図２に
示す例示的な実施形態とは異なる、第３の例示的な実施形態の一部を示す。第３の例示的
な実施形態では、平坦な泡形成防止面Ａは、特に、ノズル２の下流で受入室３内に配置さ
れる受入体１１’の外面を形成する。特に、受入体１１’は、ノズル２に対向して配置さ
れる比較的大きなディスク等である。図示の構成では、第３の例示的な実施形態の泡形成
防止面Ａは、使用中にノズル２によって面Ａの上に噴出される飲料ジェット（図示せず）
を実質的に横切って延びる。第３の例示的な実施形態の動作は、例えば、図２に示す例示
的な実施形態の動作に実質的に対応して行われ、飲料は、泡形成防止面Ａに沿って半径方
向に、例えば中心軸Ｍに関して半径方向に広がることができ、且つ減速させることができ
る。
【００４８】
　図９は、泡形成防止面がノズル２に隣接して配置される比較的小さな面Ａを含むという
点で図８に示す例示的な実施形態とは異なる、第４の例示的な実施形態の一部を示す。特
に、第３の例示的な実施形態の受入体１１’’は、実質的に平坦な泡形成防止面Ａを有す
る比較的小さなディスクである。
【００４９】
　図１０は、泡形成防止面がノズル２に対向して配置されるカール形の受入体１１’’’
の比較的長い面Ａを含むという点で図２に示す例示的な実施形態とは異なる、第５の例示
的な実施形態の一部を示す。この場合、泡形成防止面Ａは、例えば特定の距離にわたって
丸められた又は巻かれた（rolled into itself or wound onto itself）面、すなわち受
入体１１’’’のカール面であり、飲料流Ｓを例えば受入体１１’’’のこの面Ａの巻き
目又はカール間(between windings or a curl)で受けることができ、且つ減速させること
ができるようになっている。受入体１１’’’のカールの仮想中心軸Ｚは、ノズル２の噴
出方向を実質的に横切って、又は異なる方向に延びることができる。このような受入体１
１’’’又は泡形成防止面Ａのそれぞれにより、飲料を比較的小さな空間で十分に減速さ
せることができる。
【００５０】
　本発明が説明した例示的な実施形態に限定されないことは自明である。添付の特許請求
の範囲に記載される本発明の枠組み内で、様々な変更形態が可能である。例えば、上述の
例示的な実施形態の特徴を様々な方法で組み合わせることができる。例えば、受入体に、
波形の泡形成防止面Ａ等を設けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】消費に適した飲料を調製するシステムの例示的な実施形態の断面を示す図である
。
【図２】本発明の一態様によるシステムの細部を示す図である。
【図３】分解状態の第２の例示的な実施形態の一部の上面斜視図である。
【図４】分解状態の図３に示す第２の例示的な実施形態の一部の下面斜視図である。
【図５】第２の例示的な実施形態の受入室部分の上面斜視図である。
【図６】図５に示す受入室部分の上面図である。
【図７】図６の線ＶＩＩ－ＶＩＩに沿った断面を示す図である。
【図８】本発明の第３の例示的な実施形態の図２と同様の細部を示す図である。
【図９】本発明の第４の例示的な実施形態の図２と同様の細部を示す図である。
【図１０】本発明の第５の例示的な実施形態の図２と同様の細部を示す図である。
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